
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
労
使
関
係
と

　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
田
　
　
高
　
　
生

一
　
は
じ
め
に

二
　
一
八
八
〇
年
代
末
に
い
た
る
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
労
使
関
係

　
印
　
監
督
原
則
の
時
代

　
②
　
一
八
五
一
／
六
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
成
立
以
後

三
　
ル
ー
ル
地
域
の
鉱
山
労
働
者
運
動

　
�
　
一
八
七
二
年
の
エ
ッ
セ
ン
・
ス
ト
ラ
イ
キ
…
…
（
以
上
、
成
城
大
学
「
経
済
研
究
」
第
四
四
号
）

　
②
　
一
八
八
九
／
九
四
年
の
鉱
山
労
働
者
運
動

四
　
鉱
山
業
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
問
題

　
�
　
鉱
山
労
働
者
委
員
会
の
性
格

　
　
　
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
労
使
関
係
と
一
八
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
㈲
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㈲
　
ル
ー
ル
地
域
の
鉱
山
所
有
者
の
拒
否
的
態
度

　
五
　
一
八
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
の
意
義

　
②
　
一
八
八
九
／
九
四
年
の
鉱
山
労
働
者
運
動

　
一
八
八
九
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
な
か
に
、
ル
ー
ル
の
各
地
で
鉱
山
労
働
者
の
組
合
組
織
が
次
々
と
生
れ
た
。
ニ
ッ
セ
ン
で
は
、

五
月
二
八
日
に
キ
リ
ス
ト
教
系
の
鉱
山
労
働
者
が
集
ま
り
、
委
員
会
を
組
織
し
て
エ
ッ
セ
ン
の
坑
夫
組
合
「
ハ
ン
マ
ー
と
鉄
」

（
S
c
h
l
a
g
e
l
u
n
d
E
i
s
e
n
）
に
加
入
し
た
。
ボ
ッ
フ
ゥ
ム
ー
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヘ
ン
で
は
、
中
央
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
各

鉱
山
の
代
議
員
が
集
ま
り
、
八
月
の
は
じ
め
に
ボ
ッ
フ
ウ
ム
で
鉱
山
代
議
員
の
集
会
を
も
つ
こ
と
を
決
議
し
た
。
若
干
の
迂
余
曲
折

を
経
て
、
八
月
十
八
日
に
ド
ル
ス
ト
フ
ェ
ル
ト
に
六
六
の
鉱
山
と
四
四
の
坑
夫
組
合
か
ら
二
百
名
の
代
議
員
が
出
席
し
て
会
合
が
も

た
れ
、
「
ラ
イ
ン
お
よ
び
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
方
の
坑
夫
の
利
益
保
持
と
促
進
の
た
め
の
連
合
会
」
（
V
e
r
b
a
n
d

z
u
r
W
a
h
r
u
品

u
n
d
r
o
r
d
e
r
u
n
g
d
e
r

b
e
r
g
m
a
n
n
i
s
c
h
e
n
I
n
t
e
r
e
s
s
e
ni
m

R
h
e
i
n
｝
回
d
u
n
d

W
e
s
t
f
a
l
e
n
）
と
い
う
名
の
労
働
組
合
の
統
一
組
織
が
結

成
さ
れ
た
。
こ
の
統
一
組
織
は
、
「
組
合
員
の
精
神
的
、
職
業
的
、
物
質
的
利
益
の
促
進
」
を
目
的
と
し
、
「
宗
教
と
政
治
は
い
か

な
る
点
で
も
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
」
（
規
約
第
一
条
）
こ
と
を
統
一
原
則
と
し
て
謳
っ
て
い
る
。
そ
の
後
十
月
二
七
日
に
は
、
七
名

の
執
行
委
員
と
五
名
の
統
制
委
員
が
幹
部
会
に
選
出
さ
れ
、
労
働
局
の
設
置
、
労
使
同
数
か
ら
な
る
賃
金
委
員
会
の
設
置
、
紛
争
解

決
の
た
め
の
調
停
裁
判
所
の
設
置
に
か
ん
す
る
立
法
化
が
要
求
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
統
一
労
働
組
合
は
、
ｌ
ス
ト
ラ
イ

キ
の
過
程
で
鉱
山
労
働
者
の
統
一
組
織
の
必
要
性
が
痛
感
せ
ら
れ
た
結
果
や
っ
と
生
れ
た
組
織
で
は
あ
っ
た
が
、
ー
当
初
か
ら
社

会
民
主
党
系
と
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
反
目
を
孕
ん
で
い
た
。
ま
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
組
合
員
か
ら
、
幹
部
会
の
構
成
に
つ
い
て
社
会
民

主
党
系
の
色
彩
が
強
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
た
。
後
に
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ゥ
エ
（
O
t
t
o

H
u
e
）
が
弁
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
た
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し
か
に
最
初
の
幹
部
会
に
は
純
然
た
る
社
会
民
主
党
員
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
の
中
心
メ

ン
バ
ー
は
次
第
に
社
会
民
主
党
の
影
響
を
強
く
う
け
ろ
よ
う
に
な
り
、
従
っ
て
全
体
と
し
て
社
会
民
主
党
的
色
彩
を
強
め
て
い
っ
た

こ
と
も
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
系
か
ら
の
批
判
（
あ
る
い
は
策
動
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幹
部
会

は
労
働
組
合
の
中
立
の
維
持
に
努
め
た
た
め
、
組
織
は
着
実
に
拡
大
し
、
同
年
の
末
ま
で
に
は
一
六
六
の
鉱
山
、
一
六
、
九
〇
二
人

の
組
合
員
を
擁
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
の
で
あ
っ

（
心

。
こ
う
し
た
組
合
の
勢
力
増
大
を
背
景
に
翌
一
八
九
〇
年
に
入
る
や
、
幹
部
会

は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
な
ん
ら
の
改
善
策
も
示
さ
な
か
っ
た
鉱
山
所
有
者
団
体
に
た
い
し
、
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
要
求
を
つ

き
つ
け
る
こ
と
を
決
議
し
、
一
八
九
〇
年
二
月
一
日
以
降
5
0
％
の
賃
金
引
上
げ
、
出
入
坑
時
間
を
含
む
八
時
間
労
働
、
強
制
的
超
過

労
働
の
中
止
、
賃
金
天
引
き
の
中
止
、
一
ヶ
月
に
二
回
の
賃
金
支
払
い
な
ど
を
要
求

レ
バ

。
さ
ら
に
同
年
三
月
の
大
会
で
は
、
石
炭

鉱
業
の
国
有
化
要
求
を
決
議
す
る
と
こ
ま
で
す
す
ん
だ
。
し
か
し
当
時
、
「
社
会
民
主
党
は
ま
だ
坑
夫
の
間
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
に

成
功
し
て
お
ら
ず
、
」
「
坑
夫
の
大
部
分
は
当
時
社
会
民
主
党
に
拒
否
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
一
般
坑
夫

と
社
会
民
主
党
的
色
彩
を
強
め
た
幹
部
会
と
の
間
隙
を
ね
ら
っ
て
、
一
八
九
〇
年
五
月
に
、
著
名
な
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
動
家
で
あ

る
F
u
B
a
n
g
e
l

。
　
　
L
e
n
s
i
n
g
｡

　
　
S
t
o
t
z
e
l
ら
の
指
導
の
も
と
で
「
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局
区
内
の
坑
夫
の
利
益
保
持
と
促
進
の
た

め
の
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉱
山
労
働
者
協
会
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
」
（
R
h
e
i
n
i
s
c
h
-
W
e
s
t
f
a
l
i
s
c
h
e
n
　
　
B
e
r
g
a
r
b
e
i
t
e
r
v
e
r
e
i
n

"
(
j
r
i
u
c
k
a
u
i

z
u
r

W
a
h
r
u
n
g

u
乱
F
o
r
d
e
r
u
品
d
e
r

b
e
r
g
m
a
n
n
i
s
c
h
e
n

I
n
t
e
r
e
s
s
e
n

i
m

O
b
e
r
b
e
r
g
a
m
t
s
b
e
z
i
r
k
D
o
ぱ
ﾖ
呂
d
）
な
る

団
体
が
組
織
さ
れ
、
は
や
く
も
統
一
労
働
組
合
は
分
裂
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
後
「
旧
連
合
会
」
（
D
q
£
t
e

V
e
r
b
a
n
d
"
）

ｌ
も
と
の
統
一
組
織
に
と
ど
ま
っ
た
社
会
民
主
党
系
の
労
働
組
合
は
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
の
成
立
以
後
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ｌ
は
、
一
八
九
〇
年
九
月
十
五
日
か
ら
五
日
間
、
ハ
レ
で
鉱
山
労
働
者
大
会
を
開
催
し
、
十
四
項
目
か
ら
な
る
要
求
を
決
議
す
る
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一
方
で
、
一
八
九
一
年
二
月
に
は
、
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
と
の
共
同
闘
争
を
展
開
す
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
行
な
仁
迦
、
し
か
し
同
年

四
月
に
行
な
わ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
で
は
、
石
炭
共
益
協
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
反
撃
と
"
G
l
x
i
c
k
a
u
f
"
の
ス
ト
ラ
イ
キ
反
対

決
議
に
あ
っ
て
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
一
八
九
二
／
三
年
冬
の
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
に
反
対
す
る
ザ
ー
ル
地
力
の
鉱

山
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
に
た
い
す
る
同
情
ス
ト
に
も
失
敗
し
、
以
後
、
一
八
九
五
年
五
月
鉱
山
労
働
者
新
聞
の
編
集
長
に
な
っ
た
オ

ッ
ト
ー
・
フ
ウ
エ
が
組
織
再
建
に
の
り
出
す
ま
で
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
一
八
八
九
年
ス
ト
ラ
イ
キ
の
落
し
子
と
も
言
う
べ
き
統
一
労
働
組
合
は
、
一
八
九
一
年
春
を
ピ
ー
ク
に
退
潮
に
む

か
う
が
、
こ
の
間
に
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
要
求
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
点
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
ま

ず
、
要
求
事
項
の
内
容
か
ら
推
し
て
、
あ
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
「
ヌ
レ
ン
」
の
問
題
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
鉱
山
業
に
お
け
る
労
使
関
係
は
ほ
と
ん
ど
旧
来
と
変
ら
ず
、
却
っ
て
一
八
九
〇
年
代
は
じ
め
の
不
況
の
も
と
で
鉱
山
労
働
者
に

と
っ
て
状
況
は
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
次
に
、
d
e
r

"
a
l
t
eV
e
r
b
a
n
d
"
と
"
G
l
u
c
k
a
u
f
"
と
の
共
同
闘
争
の
さ
い

の
要
求
の
な
か
に
労
働
者
委
員
会
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
註
（
1
0
）
と
（
1
1
）
を
比
較
さ
れ
た
い
）
。
こ
の
こ
と

は
、
d
e
r

"
a
l
t
eV
e
r
b
a
n
d
"
に
と
っ
て
労
働
者
委
員
会
の
要
求
は
、
い
わ
ば
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
と
の
妥
協
の
産
物
な
の
で
あ
っ
て
、

少
く
と
も
当
時
に
お
い
て
は
第
二
義
的
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
λ
ぃ
｝
ｇ
ｋ
－

呂
一
の
方
は
、
む
し
ろ
労
働
者
委
員
会
問
題
に
た
い
し
積
極
的
な
対
応
を
示
し
た
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
述
べ

て
お
こ
う
。

　
一
八
九
〇
年
五
月
に
統
一
労
働
組
合
か
ら
分
裂
し
て
組
織
さ
れ
た
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
は
、
古
く
か
ら
鉱
山
労
働
者
の
間
に
教
会
を

通
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
社
会
運
動
を
基
盤
と
し
て
、
一
八
八
九
年
以
来
活
動
を
中
断
し
て
い
た
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F
u
B
a
n
g
e
l
派
の
権
利
保
護
協
会
（
R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
v
e
r
e
i
已
の
残
党
の
手
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
の
活
動
は
、
こ

の
組
織
が
再
び
活
動
休
止
に
入
る
一
八
九
二
年
の
夏
ま
で
の
ほ
ぼ
二
年
間
、
主
と
し
て
d
e
r
　
　
　
"
a
l
t
e

V
e
r
b
a
n
d
"
に
た
い
す
る
い

わ
ば
ア
カ
攻
撃
に
費
や
さ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
興
味
が
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
の
要
求
の
な
か
に
古
い
型
の

坑
夫
の
権
利
回
復
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
ろ
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
十
月
二
二
日
に
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
の
議
長
で
あ
る

A
n
t
o
n
F
i
s
c
h
e
r
名
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
商
務
大
臣
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
に
提
出
さ
れ
た
請
願
書
に
よ
れ
ば
、
「
近
年
再
び
鉱
山
労
働
者
の

間
に
動
揺
が
生
れ
て
い
る
」
が
、
そ
の
「
不
満
の
原
因
は
、
数
十
年
こ
の
か
た
つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
変
動
に
あ
る
。
」
つ
ま
り
今
や

鉱
山
労
働
者
は
、
か
っ
て
と
は
異
っ
て
、
「
で
き
る
だ
け
高
い
利
益
を
目
指
し
、
労
働
者
が
生
き
て
い
け
る
か
ど
う
か
に
は
ま
っ
た

く
無
関
心
な
株
主
の
匿
名
会
社
」
に
雇
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
無
制
限
な
自
由
移
住
法
も
、
鉱
山
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
労

働
力
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恣
意
的
に
賃
金
を
決
め
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
」
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
も
と
も
と
炭

坑
地
帯
に
生
ま
れ
、
育
っ
て
き
た
坑
夫
は
、
仕
事
に
あ
ぶ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
日
雇
労
働
者
と
な
ん
ら
変
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
。

　
「
残
念
な
こ
と
に
、
身
分
的
義
務
の
意
識
も
し
ば
し
ば
失
わ
れ
て
い
る
」
有
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
未
経
験
者
の
雇
用
に
よ
る
従
来

か
ら
の
坑
夫
の
生
活
圧
迫
等
々
か
ら
彼
ら
を
ま
も
る
た
め
に
も
、
「
古
く
か
ら
の
鉱
山
労
働
者
に
彼
ら
が
以
前
享
受
し
た
特
権
が
再

び
許
容
さ
れ
る
こ
と
」
が
政
府
に
要
望
さ
れ
た
。
さ
ら
に
請
願
書
は
、
請
負
賃
金
の
問
題
に
も
ふ
れ
、
「
恣
意
的
に
請
負
賃
金
を
低
く

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
高
い
採
炭
量
を
目
指
そ
う
と
す
る
、
残
念
な
が
ら
し
ば
し
ば
適
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
、
主
要
な
幣
害

と
し
て
特
徴
づ
け
」
る
一
方
で
、
「
こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
吟
味
す
る
た
め
に
、
か
っ
て
存
在
し
た
よ
う
な
鉱
山
役
人
の
直
接
的
監

督
の
も
と
に
あ
る
採
炭
責
任
者
（
P
f
l
i
c
h
t
h
a
u
e
r
）
の
制
度
を
復
活
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
毎
年
新
た
に
選
出
さ

れ
る
y
き
s
t
り
詐
{
t
a
t
回
の
委
員
会
―
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
期
間
、
解
雇
も
昇
進
も
さ
れ
な
い
ｌ
に
委
ね
る
か
｝
と
い
う
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こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
労
働
者
代
表
と
当
局
と
の
協
力
の
も
と
で
の
統
一
的
就
業
規
則
の
作
成
、
出
来
高
賃
金
簿

導
入
の
法
的
義
務
化
、
出
入
坑
時
間
を
含
む
八
時
間
労
働
、
現
場
監
督
官
の
恣
意
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
採
炭
車
の
い
わ
ゆ
る
「
ヌ

レ
ン
」
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
善
処
方
が
政
府
に
要
望
さ
れ
て
い
ろ
わ
け
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
一
解
決
方
法

と
し
て
、
か
つ
て
の
監
督
時
代
へ
の
復
帰
と
結
び
つ
い
て
労
働
者
委
員
会
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
請
願
の
特
徴
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
の
こ
う
し
た
請
願
要
求
に
た
い
し
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
は
、
一
八
九
一
年
十
月
十
日
付
で
回
答
を
送
り
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
積
極
的
に
取
組
む
姿
勢
を
示
し
、
事
実
、
翌
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
の
な
か
に
は
、
そ
れ
ら
の
要
求
の
一

部
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
労
働
者
委
員
会
の
設
置
要
求
は
、
改
正
法
の
任
意
鉱
山
労
働
者
委
員
会
の
規
定
の
な
か
に
吸
収

さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
は
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
"
G
l
u
c
k
呂
f
"
の
活
動
休
止
に
相
前
後

し
て
、
再
び
カ
ト
リ
ッ
ク
の
側
か
ら
、
社
会
民
主
党
系
の
ｄ
ａ
Ｊ
｝
ｔ
Ｑ
ぺ
ｅ
ふ
自
行
に
対
抗
す
る
た
め
の
強
力
な
組
織
の
必
要
性
が

痛
感
せ
ら
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
と
エ
ヴ
ァ
ン
グ
ー
リ
ッ
シ
ュ
系
の
超
宗
派
的
労
働
組
合
の
結
成
が
提
唱
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
八
九
四

年
五
月
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
べ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
国
際
労
働
者
会
議
に
d
e
r

"
a
l
t
e

V
e
r
b
a
乱
≫
の
メ
ン
バ
ー
が

「
ル
ー
ル
地
域
の
代
表
」
と
し
て
出
席
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
デ
マ
ゴ
ー
ギ
ッ
シ
ュ
な
抗
議
運
動
を
直
接
の
契
機
と
し
て
、
両
宗
派

の
合
同
準
備
会
が
持
た
れ
、
同
年
八
月
二
六
日
に
は
、
ニ
ッ
セ
ン
で
両
派
（
カ
ト
リ
ッ
ク
系
一
二
五
団
体
、
エ
ヴ
ァ
ン
グ
ー
リ
ッ
シ
ュ
系
五

八
団
体
）
の
統
一
集
会
が
開
か
れ
た
。
席
上
、
社
会
民
主
党
反
対
と
労
使
協
調
主
義
を
旗
識
と
す
る
「
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局

キ
リ
ス
ト
教
鉱
山
働
労
者
組
合
」
（
G
e
w
e
r
k
s
v
e
r
e
i
n

c
h
r
i
s
t
l
i
c
h
e
r

B
e
r
g
a
r
b
e
i
t
e
r

f
i
i
r
　
d
e
n
o
b
e
r
b
e
r
g
a
m
t
s
b
e
z
i
r
k
D
o
r
t
m
u
n
d
）

が
結
成
さ
れ
、
こ
こ
に
ル
ー
ル
地
域
の
鉱
山
労
働
者
組
織
は
、
社
会
民
主
党
系
の
d
e
r

"
a
l
t
e

V
e
r
b
a
n
d
"
と
キ
リ
ス
ト
教
鉱
山

―164―



労
働
者
組
合
に
明
確
に
分
裂
し
、
以
後
の
運
動
の
二
つ
の
大
き
な
流
れ
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
５
）
　
初
代
議
長
と
な
っ
た
７
ぽ
脚
呂
応
は
、
社
会
民
主
党
員
の
S
c
h
r
o
d
e
r
｡
　
　
　
S
i
e
g
e
l
と
と
も
に
内
a
i
s
e
r
-
D
e
l
e
g
i
e
r
t
e
r
と
し
て
有

　
　
　
名
で
あ
り
、
社
会
民
主
党
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
影
響
を
強
く
う
け
て
い
た
。
会
計
係
の
J
o
h
a
n
n

M
a
y
e
r
（
り
宕
回
目
）
は
キ

　
　
　
リ
ス
ト
教
社
会
派
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
〇
年
に
は
す
で
に
社
会
民
主
党
の
集
会
に
出
席
し
て
い
た
し
、
統
制
委
員
会
の
委
員

　
　
　
長
を
つ
と
め
た
ｙ
ヽ
［
Ｑ
昌
に
｛
（
E
s
s
e
己
は
も
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
で
あ
っ
た
が
、
後
に
社
会
民
主
党
に
転
向
し
た
と
言
わ
れ
ろ
。
（
だ
［
・

（
1
0
）
　
ハ
レ
の
鉱
山
労
働
者
大
会
の
十
四
項
目
要
求
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
①
出
入
坑
を
含
む
八
時
間
労
働
、
超
過
労
働
の
廃
止
、
高
温
高

　
　
　
湿
の
作
業
に
お
け
る
時
間
短
縮
。
②
採
炭
夫
（
H
a
u
e
r
）
に
四
マ
ル
ク
の
最
低
賃
金
、
他
は
こ
れ
に
準
ず
る
。
③
請
負
賃
金
の
分
割
支
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払
の
廃
止
。
④
週
給
制
の
実
施
、
法
律
に
よ
る
統
一
賃
金
簿
の
作
成
。
⑤
「
ヌ
レ
ン
」
と
罰
則
の
廃
止
。
⑥
仲
裁
裁
判
所
の
設
置
（
四

　
　
　
人
の
坑
夫
と
官
吏
、
裁
判
官
か
ら
構
成
）
。
⑦
ド
イ
ツ
鉱
山
法
の
判
定
。
⑧
福
祉
施
設
の
改
善
。
⑨
坑
夫
組
合
の
地
区
内
部
で
の
移
動

　
　
　
の
完
全
な
自
由
、
医
者
の
選
択
の
自
由
化
、
鉱
山
労
働
者
の
み
に
よ
る
坑
夫
組
合
の
管
理
。
⑩
外
国
人
労
働
者
の
輸
入
に
た
い
す
る
対

　
　
　
坑
関
税
。
⑧
鉱
山
労
働
者
が
容
易
に
理
解
で
き
る
統
計
。
⑩
鉱
山
労
働
者
の
解
雇
を
法
的
に
制
限
す
る
こ
と
。
⑩
解
雇
さ
れ
た
鉱
山
労

　
　
　
働
者
の
職
場
復
帰
。
⑨
企
業
家
の
反
労
働
者
的
同
盟
の
廃
止
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
の
禁
止
。
（
0
.
H
u
e
｡

a
.
a
.
O
.
｡
S
.
4
1
5
）

（
1
1
）
　
"
G
l
i
i
c
k
a
u
f
"
と
の
共
同
闘
争
の
さ
い
の
要
求
項
目
①
出
入
坑
を
含
む
八
時
間
労
働
、
高
温
高
湿
の
作
業
で
は
六
時
間
労
働
。
②
超
過

　
　
　
労
働
の
禁
止
、
危
険
の
作
業
や
経
営
不
振
の
さ
い
に
は
二
倍
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
。
③
請
負
賃
金
で
な
い
坑
夫
に

　
　
　
た
い
し
2
5
％
の
賃
上
げ
（
こ
の
ニ
ケ
月
間
に
時
間
当
り
四
マ
ル
ク
以
下
し
か
得
て
い
な
い
採
炭
夫
に
は
4
0
％
、
四
マ
ル
ク
以
上
得
て
い

　
　
　
る
採
炭
夫
に
は
2
5
％
）
、
最
低
賃
金
は
採
炭
夫
四
、
五
マ
ル
ク
、
坑
道
修
繕
先
山
三
、
七
五
マ
ル
ク
、
運
搬
夫
三
マ
ル
ク
（
こ
れ
以
下

　
　
　
の
低
い
賃
金
で
は
坑
夫
は
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
も
っ
と
も
景
気
の
悪
い
時
で
も
こ
の
額
は
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
。

　
　
　
④
解
雇
さ
れ
た
失
業
者
の
職
場
復
帰
。
⑤
労
働
者
委
員
会
の
承
認
（
各
坑
山
に
労
働
者
委
員
会
が
設
置
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
坑

　
　
　
夫
を
ま
も
る
の
に
十
分
な
権
限
を
も
つ
人
が
五
名
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
被
選
挙
資
格
は
一
年
以
上
勤
務
の
二
五
才
以
上
の
労

　
　
　
働
者
、
選
挙
資
格
は
二
一
才
以
上
の
労
働
者
。
選
挙
は
公
開
の
従
業
員
集
会
で
行
な
わ
れ
る
）
。
（
n
b
e
n
d
a
｡

S
.4
3
0
）
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（
1
7
）
　
キ
リ
ス
ト
教
労
働
者
組
合
は
、
次
の
四
項
目
を
要
求
と
し
て
掲
げ
た
。
①
作
業
の
価
値
に
見
合
う
正
し
い
賃
金
の
導
入
　
②
出
入
坑
時

　
　
　
　
　
間
を
含
む
八
時
間
労
働
。
③
鉱
山
役
人
（
国
家
公
務
員
）
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
て
任
命
さ
れ
る
V
a
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
e
r
に
よ
る

　
　
　
　
　
鉱
山
監
督
の
強
化
。
④
（
刑
罰
的
な
賃
金
天
引
き
か
ら
ま
わ
さ
れ
る
）
鉱
山
扶
助
金
庫
の
管
理
に
つ
い
て
の
労
働
者
の
共
同
決
定
権
。

　
　
　
　
　
⑤
坑
夫
組
合
金
庫
の
改
革
。
（
〇
｡

H
u
e
｡
a
.
a
.
O
.
｡S
.
4
5
7
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
鉱
山
業
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
問
題

　
ｍ
　
鉱
山
労
働
者
委
員
会
の
性
格

　
ル
ー
ル
地
域
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
後
、
鉱
山
労
働
運
動
の
展
開
と
並
行
し
て
若
干
の
鉱
山
に
お
い
て
労
働
者
委
員
会
の
導
入
が
行
な

わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
鉱
山
業
で
は
、
い
く
つ
か
の
個
々
の
鉱
山
内
部
に
鉱
山
扶
助
金
庫
（
Z
e
c
h
e
n
u
n
t
e
r
s
t
i
i
t
z
u
n
g
s
k
a
s
s
e
）
を
管
理

す
る
委
員
会
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
活
動
は
扶
助
金
庫
か
せ
い
ぜ
い
経
営
の
福
祉
施
設
の
管
理
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、

あ
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
い
に
坑
夫
の
苦
情
と
要
求
を
吸
収
す
る
適
切
な
仲
介
機
関
が
欠
け
て
い
た
と
い
う
認
識
と
と
も
に
鉱
山
所

有
者
と
坑
夫
の
間
の
よ
り
よ
い
接
触
の
た
め
の
機
関
が
つ
く
り
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
痛
感
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
従

来
の
委
員
会
に
、
あ
る
い
は
新
た
に
設
置
せ
ら
れ
る
労
働
者
委
員
に
あ
る
程
度
の
協
議
権
を
与
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
鉱
山
業
に
お
い
て
最
初
に
定
款
に
も
と
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
経
営
代
表
制
と
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
直
接
的
結
果
生

れ
た
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
プ
レ
ス
侯
爵
炭
坑
（
F
i
i
r
s
t
l
i
c
h

P
l
e
S
s
c
h
e
内
o
h
l
e
n
g
r
u
b
e
n
）
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
ｊ
ぶ
ぼ
呂
ｅ
ｎ
？
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m
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
-
K
0
n
f
e
r
e
n
z
"
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
一
八
八
九
年
七
月
十
日
に
発
令
さ
れ
た
当
鉱
山
の
労
働
者
委
員
会
規
約
に
よ
れ

（
２
）

ば
、
委
員
会
の
目
的
は
、
①
　
当
鉱
山
の
労
働
者
と
管
理
者
と
の
恒
常
的
接
触
を
確
保
す
る
こ
と
、
②
　
労
働
者
が
困
難
と
感
ず
る

状
態
と
出
来
事
を
適
宜
に
且
つ
堂
々
と
発
表
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
③
　
労
働
者
の
苦
情
は
管
理
者
に
よ
っ
て
慎
重
に
調
査
さ
れ
る

と
い
う
意
識
を
労
働
者
の
中
に
植
え
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た

め
に
、
従
業
員
の
中
か
ら
採
炭
夫
、
坑
内
運
搬
夫
、
坑
外
労
働
者
の
各
一
名
が
v
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
と
し
て
選
出
さ
れ
、
そ
の
他

に
職
員
一
名
と
工
場
支
配
人
が
加
わ
っ
て
v
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
e
r
k
o
n
f
e
r
e
n
z
が
開
催
さ
れ
る
。
議
長
に
は
工
場
支
配
人
が
な
る
。

こ
こ
で
審
議
さ
れ
る
問
題
は
、
経
営
が
必
要
と
す
る
以
外
の
超
過
作
業
の
取
扱
い
、
出
入
坑
時
間
の
変
更
、
困
窮
労
働
者
へ
の
前
貸

金
の
承
諾
、
罰
金
の
扶
助
金
庫
へ
の
繰
入
れ
に
つ
い
て
の
承
諾
、
そ
の
他
一
般
的
に
労
働
者
の
福
祉
に
関
係
す
る
問
題
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
規
約
は
、
当
鉱
山
の
所
有
者
哨
回
路
き
ロ
Ｐ
｛
色
の
名
で
、
総
支
配
人
D
r
・
R
i
t
t
a
氏
に
授
与
さ
れ
る
と
い
う
形
を

と
っ
て
お
り
、
多
分
に
家
父
長
主
義
的
労
務
政
策
の
色
彩
を
そ
な
え
て
は
い
る
が
、
労
働
条
件
の
問
題
が
会
議
の
議
題
と
し
て
と
り

上
げ
て
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
、
こ
れ
は
従
来
の
扶
助
金
庫
管
理
委
員
会
を
一
歩
超
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
規
約
と
と
も
に
社
会
政
策
学
会
宛
に
送
付
さ
れ
た
D
r
・
∃
ｔ
ｔ
ｅ
『
氏
の
書
簡
に
は
、
当
鉱
山
に
お
け
る
労
働
者

委
員
会
導
入
の
根
拠
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
当
時
の
労
働
者
委
員
会
の
性
格
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
の
要
点
を
示
し
て
お
こ
う
。
D
r
・
R
一
t
t
e
t
氏
に
よ
る
と
、
「
石
炭
業
で
は
、
た
く
さ
ん
の
坑
夫
が
地
下
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
別
々
に
働
ら
い
て
お
り
、
従
っ
て
監
督
職
員
と
坑
夫
と
の
接
触
が
著
る
し
く
困
難
で
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
相

互
の
理
解
が
ま
す
ま
す
必
要
で
あ
る
。
」
さ
ら
に
「
紛
争
の
重
要
原
因
、
と
く
に
誤
解
を
取
り
の
ぞ
く
」
た
め
に
、
労
働
者
委
員
会

が
仲
介
者
と
し
て
設
置
さ
れ
る
が
、
但
し
「
雇
主
の
権
威
が
そ
れ
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
で
あ
る
。
な
ぜ
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な
ら
、
委
員
会
は
決
定
す
る
の
で
は
な
く
て
意
見
を
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
」
と
い
う
限
定
つ
き
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
労
働
者
委
員
会
の
仲
介
者
的
機
能
と
並
ん
で
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
労
働
者
委
員
会
に
は
、
社
会
主
義
的
労
働
組
合
運
動
に
た

い
す
る
闘
争
手
段
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
D
r
・
R
i
t
t
a
氏
は
、
「
同
時
に
雇

主
は
、
社
会
民
主
党
に
よ
る
労
働
者
の
煽
動
と
力
の
か
ぎ
り
戦
う
た
め
の
代
表
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
「
最

初
は
、
当
地
の
鉱
区
で
も
こ
の
新
し
い
制
度
に
た
い
し
て
多
く
の
懸
念
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
ま
た
た
く
間
に
消
え
た
。
わ
れ

わ
れ
は
今
日
、
重
要
な
問
題
の
取
り
扱
い
の
さ
い
に
、
〔
例
え
ば
〕
八
時
間
労
働
〔
の
問
題
〕
に
つ
い
て
労
働
者
代
表
と
し
て
の
委

員
会
が
な
く
て
は
困
ろ
。
他
方
で
、
従
業
員
は
彼
ら
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
委
員
会
の
中
に
彼
ら
の
合
法
的
な
代
表
を
見
る
こ
と
に
慣

れ
て
き
た
。
ま
さ
し
く
代
表
の
合
法
性
が
、
万
一
将
来
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
ス
ト
ラ
イ
キ
連
動
に
た
い
し
大
き
な
重
要
性
を
も

っ
て
い
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
委
員
会
の
導
入
の
主
た
る
動
機
で
あ
っ
た
。
前
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
に
さ

い
し
て
は
、
雇
主
は
、
労
働
者
の
指
導
者
を
僣
称
し
、
代
表
権
を
も
た
ず
労
働
者
の
名
を
か
た
る
非
合
法
な
三
百
代
言
と
交
渉
す
る

よ
う
強
制
さ
れ
た
が
、
従
業
員
に
よ
っ
て
合
法
的
に
選
ば
れ
た
委
員
会
と
の
み
交
渉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
主
は
、
こ
れ
か
ら

は
、
そ
の
よ
う
な
試
み
を
す
べ
て
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
つ
ま
り
、
こ
こ
で
「
代
表
の
合
法
性
」
と
は
、
一
方
で
現
実
の
労
働

運
動
を
「
非
合
法
」
と
し
て
排
除
し
、
他
方
で
形
式
的
に
正
し
い
手
続
き
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
表
（
労
働
者
委
員
会
）
を
介
し

て
、
経
営
の
支
配
秩
序
に
合
法
的
正
当
性
を
賦
与
す
る
近
代
的
支
配
形
態
に
よ
る
労
働
者
の
経
営
秩
序
へ
の
統
合
化
を
意
味
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
ス
侯
爵
炭
坑
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
の
導
入
に
つ
づ
い
て
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
ヘ
ル
ム
ス
ド
ル

フ
在
の
Ｇ
｝
ｇ
ｒ
－
｝
｛
ｌ
｛
ｒ
Ｆ
ｄ
自
訃
ｏ
ｌ
自
叫
合
同
炭
坑
で
も
V
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
e
r
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
一
八
八
九
年
十
月
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三
十
日
付
で
発
令
さ
れ
た
当
鉱
山
の
労
働
者
委
員
会
規
約
で
も
、
管
理
者
と
労
働
者
と
の
良
好
な
諒
解
関
係
の
維
持
の
ほ
か
に
「
発

生
し
た
紛
争
の
急
速
な
且
つ
平
和
的
な
除
去
」
が
目
的
と
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
労
働
者
委
員
会
の
性
格
が
う
け
つ
が
れ
て
い
る

が
、
審
議
対
象
事
項
の
う
ち
労
働
条
件
の
項
目
に
か
ん
し
て
若
干
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
請
負
賃
金
に
つ
い
て
の
討
論
、
作
業
時
間
の

長
さ
と
出
入
坑
時
間
に
つ
い
て
の
討
論
、
採
炭
夫
お
よ
び
採
炭
夫
見
習
の
昇
進
の
審
査
、
そ
の
他
に
労
働
者
ど
う
し
の
争
い
の
除
去

と
忠
告
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
ル
ー
ル
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
、
若
干
の
鉱
山
業
に
お
い
て
ｌ
し
か
も
ル
ー
ル
以
外
の
地
域
に
お
い
て
ー
労

働
者
委
員
会
が
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
の
鉱
山
労
働
者
委
員
会
問
題
に
と
っ
て
む
し
ろ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
翌
一
八
九
〇
年
の

は
じ
め
に
皇
室
会
議
の
た
め
に
起
草
さ
れ
た
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
草
稿
「
労
働
者
状
態
の
改
善
の
た
め
の
提
案
」
と

著
名
な
「
二
月
勅
語
」
に
指
示
さ
れ
て
、
国
営
鉱
山
業
に
労
働
者
委
員
会
が
導
入
さ
れ
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
で
は
そ
の
場
合
、

カ
イ
ザ
ー
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
ろ
う
か
。
草
稿
に
よ
れ
ば
、
国
営
鉱
山
は
、
私
営
鉱
山
と
は
異
っ
て
収
益
性
の
観
点
は
背
後
に

し
り
ぞ
き
、
「
そ
の
第
一
の
目
的
は
国
家
に
十
分
な
石
炭
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ｌ
こ
れ
は
戦
争
の
さ
い
に
と
く
に
重
要
で

あ
る
。
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
産
業
が
ス
ト
ラ
イ
キ
で
困
っ
て
い
る
と
き
、
産
業
に
剰
余
分
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点

に
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
軍
事
的
お
よ
び
産
業
政
策
的
観
点
か
ら
、
国
営
鉱
山
で
は
ど
う
し
て
も
ス
ト
ラ
イ
キ
は
回
避
さ
れ
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
の
意
味
で
「
国
営
鉱
山
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
と
り
わ
け
そ
の
労
働
者
の
福
祉
の
点
で
模
範
施
設
（
だ
［
謡
尿
は
蕊
邑
こ
と

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
］
と
し
て
、
私
営
鉱
山
へ
の
労
働
者
委
員
会
の
導
入
に
さ
き
が
け
て
、
国
営
鉱
山
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
の

設
置
を
示
唆
し
た
の
で
あ

へ
七

。
そ
の
後
同
年
の
二
月
二
一
日
に
ボ
ン
の
上
級
鉱
山
局
よ
り
「
国
立
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ケ
ン
炭
坑
に
お

る
信
任
者
の
選
挙
と
活
動
に
関
す
る
規
定
」
（
B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
e
n

i
i
b
e
r
d
i
e

W
a
h
l

u
n
d
T
E
g
k
e
i
t

v
o
n
v
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
り
ｒ
コ
回
｛
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d
e
n

K
o
n
i
g
l
i
c
h
e
n

i
S
t
e
i
n
k
o
h
l
e
n
g
r
u
b
e
n

b
e
i

S
a
a
r
b
r
l
i
c
k
e
n
）
が
発
表
乙
昶
、
国
営
鉱
山
へ
の
労
働
者
委
員
会
の
導
入
が
実
現
さ
れ

た
。
こ
の
選
挙
に
よ
る
と
、
v
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
e
r
の
選
挙
資
格
は
2
1
才
以
上
で
３
年
以
上
勤
務
者
（
第
一
条
）
、
被
選
挙
資
格
は

2 5
才

以
上
５
年
勤
続
者
（
第
二
条
）
で
、
各
部
局
の
坑
内
係
長
（
S
t
e
i
g
e
r
）
か
ら
一
名
の
Ｖ
Ｑ
ｒ
ｔ
ｒ
呂
り
回
日
ａ
呂
が
選
出
さ
れ
る
（
第
三
条
）
。

Ｖ
ｅ
ｒ
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
e
r
の
仕
事
に
は
、
①
　
当
該
鉱
山
の
従
業
員
全
体
に
か
か
わ
る
提
案
、
希
望
、
苦
情
を
鉱
業
所
長
に
提
出
し
、

合
同
会
議
で
審
議
す
る
こ
と
、
②
　
こ
の
合
同
会
議
に
お
い
て
そ
の
他
の
労
働
関
係
、
と
く
に
就
業
規
則
と
そ
の
変
更
に
関
す
る
問

題
と
事
項
に
つ
い
て
裁
定
す
る
こ
と
、
③
　
こ
の
合
同
会
議
に
お
い
て
鉱
業
所
長
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
坑
夫
の
福
祉
と
そ
れ
に
関

連
す
る
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
、
④
　
坑
夫
ど
う
し
の
争
い
を
調
停
し
、
で
き
る
だ
け
収
拾
す
る
こ
と
、
⑤
　
就
業
規
則
お
よ
び
坑

夫
の
健
康
と
安
全
性
に
関
す
る
規
定
と
指
令
が
同
原
に
よ
っ
て
良
心
的
に
し
っ
か
り
守
ら
れ
る
よ
う
協
力
す
る
こ
と
、
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
（
第
七
条
）
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
規
定
は
、
さ
き
の
プ
レ
ス
侯
爵
炭
坑
や
｛
｝
）
ｇ
ｋ
即
｝
｛
―
Ｅ
乱
ｅ
コ
訃
０
吻
呂
ｎ
叫
合
同
炭

坑
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
と
く
に
就
業
規
則
の
問
題
が
討
議
対
象
に
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
て
お
り
、
「
そ
の

他
の
国
営
鉱
山
の
手
本
と
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
模
範
施
設
」
と
し
て
の
国
営
鉱
山
へ
の
労
働
者
委
員
会
の
導
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
し
く
そ
の
先
導

的
役
割
を
期
待
さ
れ
た
ザ
ー
ル
ブ
ル
ュ
ケ
ン
の
国
営
鉱
山
に
お
い
て
、
v
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
e
r
の
選
挙
規
定
を
め
ぐ
る
新
た
な
紛
争

が
発
生

に
旭

が
、
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
鉱
山
労
働
者
委
員
会
問
題
に
と
っ
て
象
徴
的
な
事
件
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
紛
争

点
は
、
上
記
の
規
定
が
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
資
格
を
坑
内
係
長
に
限
定
し
て
他
の
労
働
者
グ
ル
ー
プ
の
閉
め
出
し
を
ね
ら
っ
た
と
い

う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
地
で
一
八
八
九
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
後
に
組
織
さ
れ
た
「
ボ
ン
上
級
鉱
山
局
区
内
の
坑
夫
の
た
め
の
権
利
協

会
」
（
R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
v
e
r
e
i
n

　
　
f
i
i
r
　
　
　
d
i
e
b
e
r
e
m
a
n
n
i
s
c
l
i
e

B
e
v
o
l
k
u
n
g

d
e
s

O
b
e
r
b
e
r
g
a
m
t
s
b
e
z
i
r
k

B
ｏ
ｎ
昌
は
、
労
働
者
の
意
向
に
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ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
労
使
関
係
と
一
八
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
㈲

そ
っ
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
選
出
を
要
求
し
、
委
員
会
選
挙
の
さ
い
に
は
、
労
働
組
合
の
立
場
を
と
る
「
権
利
協
会
」
の
メ
ン
バ
ー

を
侯
補
者
に
た
て
た
。
し
か
し
鉱
山
当
局
側
は
選
挙
規
定
の
第
三
条
を
指
摘
し
て
、
「
選
出
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
説
明
し
た
た
め
、

坑
夫
た
ち
は
鉱
山
労
働
者
集
会
を
開
い
て
こ
の
「
不
正
な
」
選
挙
手
続
に
た
い
す
る
反
対
抗
議
を
行
な
い
、
鉱
山
当
局
と
帝
国
議
会

に
た
い
し
選
挙
方
法
の
改
正
を
求
め
る
運
動
を
お
こ
し
た
。
こ
の
反
対
運
動
は
成
果
な
く
終
っ
た
が
、
し
か
し
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た

問
題
は
、
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
押
し
き
せ
の
官
製
鉱
山
労
働
者
委
員
会
の
性
格
を
如
実
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
。

　
　
（
１
）
　
キ
リ
ス
ト
教
鉱
山
労
働
者
組
合
（
G
e
w
e
r
k
s
v
e
r
e
i
n
　
c
h
r
i
s
t
l
i
c
h
e
r
　
B
e
r
g
a
r
b
e
i
t
e
r
）
が
一
八
九
四
年
に
行
な
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
被
調
査
鉱
山
八
八
の
う
ち
五
四
の
鉱
山
が
扶
助
金
庫
の
管
理
や
そ
の
支
給
額
の
判
定
に
関
与
し
た
と
言
わ
れ
る
。
一
つ
の
事
例
と
し
て

　
　
　
　
　
ギ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヘ
ン
の
ヒ
ベ
ル
ニ
ヤ
鉱
山
に
お
け
る
扶
助
金
庫
委
員
会
の
規
約
で
は
「
金
庫
の
管
理
は
委
員
会
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
る
。
委
員
会
は
、
議
長
と
し
て
工
場
長
、
二
名
の
職
員
、
三
名
の
労
働
者
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
議
長
以
外
の
他
の
委
員
は
金
庫
に

　
　
　
　
　
参
加
す
る
一
九
才
以
上
の
労
働
者
の
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
多
数
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
委
員
会
は
、
ま
ず
支
給
許
可
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
、
次
に
個
々
の
事
情
を
考
慮
し
て
支
給
額
に
つ
い
て
、
お
よ
び
金
庫
の
支
給
能
力
を
検
討
し
た
う
え
で
扶
前
金
の
承
認
を
決
定
し
な

　
　
　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
（
S
t
a
t
u
t
d
Q
r
y
r
r
'
{
Q
r
u
n
t
e
r
s
t
l
i
t
z
u
n
g
s
k
a
s
s
e

a
u
f
d
e
r
　
Z
e
c
h
e

H
i
b
e
r
n
i
a

―172 ―



－173－



　
②
　
ル
ー
ル
地
域
の
鉱
山
所
有
者
の
拒
否
的
態
度

　
　
「
国
営
鉱
山
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
模
範
施
設
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
カ
イ
ザ
ー
の
意
向
は
、
国
営
鉱
山
に
お
け
る
ス

ト
ラ
イ
キ
の
防
止
と
と
も
に
私
営
鉱
山
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
の
組
織
化
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
前
掲
の
草
稿
に
よ
れ
ば
、
私
営

鉱
山
の
労
働
者
委
員
会
は
、
「
下
部
の
機
関
で
は
鉱
区
の
官
吏
と
、
上
部
の
機
関
で
は
上
級
鉱
山
局
と
結
び
つ
く
べ
き
で
あ
る
。
ｌ

ｌ
こ
れ
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
苦
情
が
長
年
当
局
の
目
か
ら
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
事
態
が
ふ
せ
げ
る
。
さ
ら
に
こ
れ

に
よ
っ
て
、
賃
金
関
係
へ
の
規
制
に
影
響
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
委
員
会
は
、
仲
間
の
間
で
尊
敬
を
か
く
と
く
し
、

そ
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
場
合
の
彼
ら
と
の
交
渉
は
、
成
功
す
る
可
能
性
が
よ
り
大
き
い
。
」
こ
の
よ
う
な
カ
イ
ザ
ー
の
期
待
と
そ
れ

に
応
え
た
形
で
行
な
わ
れ
た
「
模
範
施
設
」
と
し
て
の
国
営
鉱
山
へ
の
労
働
者
委
員
会
の
導
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
営
鉱
山
に
お

い
て
は
、
と
り
わ
け
一
八
八
九
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
も
っ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
ル
ー
ル
地
域
の
私
営
鉱
山
へ
の
労
働
者
委
員

会
の
導
入
は
、
ほ
と
ん
ど
な
ん
の
成
果
も
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
八
九
二
年
一
月
十
九
日
付
で
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱

山
局
が
商
工
務
大
臣
に
宛
て
た
報
告
書
の
な
か
で
、
「
当
地
で
の
労
働
者
委
員
会
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
」

　
「
一
般
に
当
該
地
域
の
工
場
所
有
者
は
、
労
働
者
委
員
会
の
設
置
を
一
八
八
九
年
の
夏
の
場
合
と
同
様
に
不
信
と
拒
否
的
態
度
で
の

ぞ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
、
こ
の
態
度
の
変
更
を
将
来
認
識
で
き
る
か
又
は
期
待
で
き
る
徴
候
は
存
存
し
な
い
」
と
悲
観
的

な
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局
の
報
告
書
は
、
一
八
九
一
年
二
月
二
十
八
日
に
当
地
区
の
鉱
山
共
益
協
会
が
各
鉱
山
所
有

者
に
宛
て
た
に
七
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
る
。
回
状
に
よ
れ
ば
、
鉱
山
へ
の
労
働
者
委
員
会
の
導
入
と
そ
れ
に
必
要
な
権
限
の
賦
与
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は
、
「
秩
序
あ
る
経
営
を
不
可
能
に
し
、
規
律
は
完
全
に
く
ず
れ
、
支
配
人
の
も
っ
と
も
重
要
な
権
利
と
義
務
は
制
限
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
責
任
あ
る
経
営
指
導
は
も
は
や
行
わ
れ
な
く
な
り
、
静
穏
と
秩
序
の
代
り
に
非
常
に
不
毛
な
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
全
工
場

を
支
配
す
る
だ
ろ
う
。
」
こ
の
よ
う
に
規
律
と
経
営
責
任
の
側
面
か
ら
労
働
者
委
員
会
の
危
険
を
訴
え
る
一
方
で
、
回
状
は
労
働
者

委
員
会
が
労
働
組
合
の
闘
争
手
段
と
な
る
危
惧
を
も
表
明
し
て
い
る
。
「
委
員
会
が
あ
ら
か
じ
め
鉱
山
管
理
者
に
た
い
し
敵
対
的
な

態
度
を
と
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
こ
と
は
、
〔
鉱
山
労
働
者
組
合
の
〕
代
議
員
大
会
の
要
求
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
要
求

に
よ
れ
ば
、
委
員
会
が
鉱
山
管
理
者
に
よ
っ
て
一
方
的
に
利
用
さ
れ
る
や
い
な
や
、
委
員
会
を
中
止
し
新
し
い
委
員
会
を
選
ぶ
権
能

を
従
業
員
は
も
っ
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
労
働
者
委
員
会
の
導
入
は
、
「
鉱
山
の
自
然

的
危
険
が
、
委
員
会
の
導
入
の
さ
い
に
も
た
ら
さ
れ
る
規
律
の
弛
緩
に
よ
っ
て
お
ど
ろ
く
べ
き
仕
方
で
増
加
す
る
と
い
う
点
を
度
外

視
し
て
も
、
鉱
山
に
と
っ
て
不
幸
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
故
〔
鉱
山
共
益
協
会
の
〕
理
事
会
は
、
鉱
山
所
有
者
各
位
に
、

労
働
者
委
員
会
設
置
の
要
求
に
反
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
拒
否
的
立
場
を
断
固
固
持
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
要
望
す
る
」
と
結
ん
で
い

る
。

　
以
上
労
働
者
委
員
会
に
た
い
す
る
拒
否
的
態
度
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ル
ー
ル
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
を
経
験
し
た
こ
の
時
点
に
お

い
て
も
鉱
山
所
有
者
は
、
旧
態
依
然
た
る
家
父
長
主
義
的
支
配
感
覚
に
よ
る
支
配
に
固
執
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
比
較

的
ゆ
る
や
か
な
形
で
存
在
し
て
い

に
ご
」
と
言
わ
れ
る
石
炭
共
益
協
会
が
、
労
働
者
委
員
会
問
題
に
た
い
し
こ
の
よ
う
な
強
硬
な
拒
否

的
態
度
と
そ
れ
に
関
連
し
て
労
働
組
合
に
た
い
す
る
対
決
姿
勢
を
う
ち
だ
す
こ
と
が
で
き
た
背
後
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
過
程
で
生

れ
た
「
ス
ト
ラ
イ
キ
保
険
連
盟
」
（
A
u
s
s
t
a
n
d
s
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
-
v
a
r
n
d
）
と
や
や
お
く
れ
て
一
八
九
三
年
に
成
立
し
た
著
名
な
「
ラ

イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
石
炭
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
（
R
r
i
n
i
s
c
h
-
W
e
s
t
f
a
l
i
s
c
h
e
内
〇
h
l
e
n
s
y
n
d
i
k
a
t
）
が
ひ
か
え
て
い
た
こ
と
を
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過
看
し
て
は
な
る
ま
い
。
第
一
の
組
織
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
威
脅
に
た
い
す
る
鉱
山
所
有
者
の
防
衛
措
置
と
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
失
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
規
約
に
よ
る
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
あ
っ
た
鉱
山
は
、
ス
ト
ラ
イ

キ
者
の
要
求
に
た
い
す
る
鉱
山
主
の
反
抗
が
正
当
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
た
と
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ
者
の
数
が
従
業
員
の
三
分
の
一

を
こ
え
た
と
き
、
お
よ
び
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
範
囲
が
加
盟
鉱
山
主
の
3
0
％
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
き
、
損
害
保
険
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
こ
の
規
約
は
、
後
に
、
鉱
山
主
が
も
し
ス
ト
ラ
イ
キ
者
の
要
求
を
あ
と
か
ら
承
認
し
た
と
き
に
は
損
害
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
条
項
が
加
え
ら
れ
た
た
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
際
、
事
実
上
営
業
裁
判
所
に
た
い
し
調

停
手
続
を
と
る
こ
と
と
を
著
る
し
く
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
石
炭
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、

周
知
の
ご
と
く
、
ル
ー
ル
地
域
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
鉱
山
が
こ
の
中
に
包
摂
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
に
は
石
炭

の
市
場
支
配
を
め
ざ
す
販
売
共
同
体
で
あ
っ
た
が
、
社
会
的
に
み
れ
ば
、
鉱
山
所
有
者
の
新
た
な
権
力
上
昇
を
意
味
し
て
お
り
、
ま

さ
し
く
ｌ
キ
ル
ヒ
ホ
フ
の
言
葉
を
借
れ
ば
ｌ
「
『
炭
坑
男
爵
』
（
"
G
r
u
b
e
n
b
a
r
o
n
e
"
）
と
『
煙
突
ュ
ン
カ
ー
』
（
必
り
巴
０
号
ｎ
ｒ
ｌ
）

の
権
力
の
も
っ
と
も
よ
く
目
に
見
え
る
象
徴
」
と
し
て
帝
国
ド
イ
ツ
の
産
業
界
に
君
臨
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ル
ー
ル
の
大

ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
、
私
営
鉱
山
業
に
お
け
る
家
父
長
主
義
的
資
本
主
義
的
支
配
は
、
却
っ
て
強
化
さ
れ
る
方
向
を
た
ど
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
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五
、
一
八
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
の
意
義

　
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
が
成
立
を
み
た
の
は
、
ル
ー
ル
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
て
か
ら
す
で
に
三
年
を
経
過
し
た
一
八
九

二
年
の
六
月
で
あ
っ
た
。
し
か
し
改
正
の
き
っ
か
け
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
終
結
後
ド
ル
ト

ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局
に
よ
る
鉱
山
労
働
者
の
苦
情
調
査
と
並
行
し
て
、
当
時
鉱
山
当
局
者
の
間
で
は
、
次
の
問
題
に
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
①
　
雇
主
と
労
働
者
の
間
の
失
わ
れ
た
接
触
を
い
か
に
し
て
復
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
②
　
労
働

者
の
希
望
と
苦
情
を
い
か
に
し
て
迅
速
か
つ
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
③
　
鉱
山
当
局
は
、
鉱
山
業
の
労
働
関
係
と
運
動
に

た
い
し
、
い
か
に
し
て
従
来
よ
り
も
強
い
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
末
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
は
営
業
裁
判
所
と
調
停
局
の
設
置
案
が
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
か
ら
は
労
働
者
委
員
会
の
導
入
案
が
提
案
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
、
翌
一
八
九
〇
年
の
は
じ
め
に
当
時
ラ
イ
ン
地
区
の
長
官
で
あ
っ
た
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
に
ょ
っ
て
ま
と
め
ら
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れ
、
内
前
大
臣
宛
の
報
告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
の
中
に
、
鉱
山
業
に
お
け
る
労
使
関
係
の
問
題
点
と
改
革
構
想
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
の
社
会
政
策
的
改
革
へ
の
固
い
決
意
と
意
気
ご
み
が
う
か
が
え
る
が
、
し
か
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク

の
失
脚
に
よ
っ
て
強
力
な
反
対
者
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鉱
山
業
に
お
い
て
は
べ

ル
レ
プ
シ
ュ
の
改
革
構
想
は
直
ち
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
ト
イ
テ
ベ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
「
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
は
す
で
に
準
備
し
て
い
た

鉱
山
法
改
正
の
た
め
の
草
案
を
ひ
っ
こ
め
た
。
と
り
わ
け
あ
ら
ゆ
る
他
の
産
業
に
妥
当
す
る
労
働
者
保
護
法
の
決
定
が
緊
急
に
み
え

た
か
ら
で
あ
る
。
」
事
実
そ
の
後
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
の
社
会
政
策
的
努
力
は
、
営
業
条
令
の
改
正
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
ル
ー
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
中
に
ラ
イ
ン
州
長
官
を
つ
と
め
、
当
時
の
鉱
山
業
に
お
け
る
労
働
問
題

を
も
っ
と
も
鋭
く
認
識
し
て
い
た
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
が
、
何
故
鉱
山
業
の
改
革
を
あ
と
ま
わ
し
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
若
干
の
考
察
を
試
み
て
お
く
と
、
当
時
大
な
り
小
な
り
鉱
山
業
と
同
様
な
状
況
に
あ
っ
た
他
産
業
へ
鉱
山
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
が

波
及
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
た
め
、
ま
ず
営
業
条
令
の
改
正
が
急
が
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
情
の
ほ
か
に
、
前
述
の
ご
と

く
、
大
ス
ト
ラ
イ
キ
の
後
ル
ー
ル
地
域
に
社
会
民
主
党
系
と
キ
リ
ス
ト
教
系
と
の
統
一
鉱
山
労
働
者
組
織
が
形
成
さ
れ
、
一
八
九
〇

年
に
入
る
と
社
会
民
主
党
系
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
激
し
い
闘
争
を
展
開
す
る
が
、
そ
う
し
た
不
穏
な
状
況
の
も
と
で

は
、
そ
れ
は
社
会
民
主
党
系
労
働
組
合
へ
の
譲
歩
と
し
て
し
か
映
ら
ず
、
得
策
で
は
な
い
と
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
が
一
八
九
〇
年
三
月
に
雇
主
と
労
働
者
に
よ
っ
て
同
権
的
に
構
成
さ
れ
る
鉱

業
会
議
所
の
設
置
を
提
案
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
コ
ブ
レ
ン
ツ
の
地
力
長
官
ツ
Ｆ
箆
と
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
内
ｏ
Ｒ
Ｌ
ｖ
.
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｔ

は
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
発
生
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
特
別
の
き
っ
か
け
な
し
に
、
「
節
度
を
失
っ
た
要
求
」
を
か
が
け
て
は
じ
め
ら

れ
た
社
会
民
主
主
義
者
の
「
力
だ
め
し
」
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
に
そ
の
よ
う
な
労
働
者
宥
和
策
を
と
る
こ
と
は
ス
ト
ラ
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イ
キ
者
へ
の
譲
歩
と
し
て
う
け
と
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
忠
告
を
行
な
っ
た
が
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ユ
は
直
ち
に
こ
の
忠
告

を
う
け
い
れ
て
提
案
を
と
り
さ
げ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
八
九
一
年
一
月
十
九
日
付
で
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
商
前
大
臣
名
で
「
一
八
六
五
年
六
月
二
四
日
の
一
般
鉱
山
法
の
若
干
の
条
項
の
変
更
に
関
す
る
法
律
の
暫
定
的
草

案
は
、
営
業
条
令
改
正
の
帝
国
法
と
し
て
の
発
令
に
関
す
る
考
慮
か
ら
、
当
時
は
別
に
し
で
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
今

や
、
こ
の
法
律
〔
営
業
条
令
改
正
〕
が
帝
国
議
会
で
数
ケ
月
以
内
に
片
が
っ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
営
業
条
令
改
正
に
つ
い
て

の
帝
国
議
会
の
最
終
的
議
決
に
対
応
す
る
一
般
鉱
山
法
の
変
更
に
関
す
る
草
案
を
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
合
憲
的
議
決
を
す
る
た
め

に
邦
議
会
に
送
付
す
る
兌
込
み
が
つ
い
た
」
旨
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局
へ
書
き
送
っ
て
い
ぴ
。
こ
の
よ
う
に
営
業
条
令
の
改

正
が
帝
国
議
会
で
成
立
す
る
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
が
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
に
再
び
鉱
山
法
改
正
を
と
り
上
げ
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
与

え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
こ
で
も
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
大
ス
ト
ム
ラ
イ
キ
以
後

一
時
的
に
せ
よ
統
一
し
た
社
会
民
主
党
系
と
キ
リ
ス
ト
教
系
の
鉱
山
労
働
者
組
織
が
内
部
分
裂
し
て
い
く
過
程
を
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
は

見
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
鉱
山
労
働
者
組
織
"
G
l
u
c
k
a
u
f
"
が
独
自
に
ベ
ル
レ

プ
シ
ュ
に
提
出
し
た
前
掲
の
請
願
書
（
一
八
九
〇
年
十
月
二
二
日
）
と
そ
れ
に
た
い
す
る
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
の
回
答
（
一
八
九
一
年
一
月
十

日
）
は
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
の
支
持
基
盤
を
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
兌
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
の
点
と
し
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
国
営
鉱
山
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
の
問
題
で
あ
る
。
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
が
カ
イ
ザ
ー
の
あ

の
草
案
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
た
か
は
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
は
そ
の
成
果
に
注
目
し

て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
事
実
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
は
、
一
八
九
一
年
十
二
月
十
六
日
付
で
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局
に
た
い
し

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
実
際
に
ど
の
て
い
ど
プ
ロ
イ
セ
ン
銀
山
に
お
け
る
労
働
者
委
員
会
の
設
置
は
進
ん
で
い
る
か
」
と
い
う
質
問
を
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発
し
て
お
り
、
こ
れ
に
た
い
し
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
局
は
、
一
八
九
二
年
一
月
一
九
日
付
で
私
営
鉱
山
に
お
け
る
労
働
者
委
員

会
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
否
定
的
な
回
答
を
送
っ
て
い
る
。
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
に
と
っ
て
は
、
社
会
民
主
党
系
の
労
働
組
合
の
過
激
な

闘
争
と
同
様
に
、
一
切
の
鉱
山
労
働
者
問
題
に
た
い
す
る
鉱
山
主
側
の
無
理
解
的
態
度
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
ル
ー
ル
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
三
年
を
経
て
一
八
九
二
年
六
月
二
四
日
に
プ
ロ
イ
セ
ン
邦
議
会
に
お
い
て
鉱
山
主
側
の
反
対

を
お
し
き
っ
て
鉱
山
法
改
正
の
成
立
を
み
た
が
、
こ
の
三
年
間
の
待
機
期
間
こ
そ
、
一
方
で
は
社
会
民
主
党
系
の
労
働
組
合
と
対
決

し
つ
つ
、
他
方
で
は
鉱
山
所
有
者
の
権
力
を
崇
制
せ
ん
と
す
る
こ
の
改
正
法
の
二
面
的
性
格
と
鉱
山
労
働
者
問
題
に
た
い
す
る
国
家

当
局
側
の
特
別
な
慎
重
さ
を
物
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
八
九
二
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
は
、
一
八
六
五
年
の
自
由
主
義
的
鉱
山
法
と
対
比
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な

特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
八
六
五
年
の
そ
れ
は
、
前
述
の
ご
と
く
鉱
山
業
か
ら
国
家
監
督
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
排
除
す
る

こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た
た
め
、
労
働
契
約
の
多
く
の
点
は
雇
主
と
労
働
者
の
い
。
わ
ゆ
る
自
由
な
契
約
に
委
ね
ら
れ
、
従
っ
て
就
業
規

則
の
作
成
も
鉱
山
主
の
自
由
裁
量
ご
ま
か
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
就
業
規
則
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
鉱
山
主
側
に
有
利
な

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
一
八
九
二
年
改
正
法
で
は
、
就
業
規
則
の
義
務
化
（
ハ
○
条
ａ
項
）
、
そ
の
中
に
含
ま
る

べ
き
項
目
の
指
定
（
ハ
○
条
ｂ
項
）
の
ほ
か
に
、
罰
金
の
制
限
規
定
（
ハ
○
条
ｄ
項
）
、
労
働
者
委
員
会
に
よ
る
就
業
規
則
の
事
前
聴
取

　
（
八
〇
条
ｆ
項
）
、
解
約
告
知
の
明
確
化
（
八
二
条
、
八
三
条
）
、
鉱
山
役
人
の
権
限
（
七
七
条
、
一
八
九
条
）
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
前

年
の
営
業
条
令
改
正
と
同
様
に
、
企
業
家
権
力
の
一
定
の
制
限
が
志
向
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
上
こ
の
改
正
法
に
は
、
営
業
条
令
改
正

を
超
え
た
独
自
な
規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
ル
ー
ル
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
い
に
大
き
な
問
題
と
な
り
、
ま
た
、
ド
ル
ト
ム

ン
ト
上
級
鉱
山
局
に
よ
る
鉱
山
労
働
者
の
苦
情
調
査
で
も
重
大
な
「
幣
害
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ヌ
レ
ン
」
の
問
題
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に
つ
い
て
で
あ
る
。
改
正
法
は
、
労
働
者
に
こ
の
罰
則
の
正
当
性
に
か
ん
し
彼
ら
が
納
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ

と
、
お
よ
び
労
働
者
が
彼
ら
の
中
か
ら
選
出
し
た
v
e
r
t
r
a
u
e
n
s
m
a
n
n
あ
る
い
は
労
働
者
委
員
会
が
、
規
定
に
違
反
し
た
ス
キ
ッ

プ
の
さ
い
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
た
（
ハ
○
条
ｃ
項
）
。
も
う
一
つ
は
、
就
業
規
則
と
そ
の
補
足

に
つ
い
て
労
働
者
の
側
か
ら
文
書
ま
た
は
議
事
録
の
形
で
表
明
さ
れ
た
疑
問
点
を
付
し
て
、
発
令
後
三
日
以
内
に
鉱
山
当
局
に
提
出

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
で
あ
る
（
ハ
○
条
ｇ
）
。
当
局
は
「
こ
の
規
定
か
ら
よ
い
影
響
を
期
待
し
た
」
と
言
わ
れ
る
。
「
そ

れ
は
、
労
働
者
の
正
当
な
希
望
と
要
求
と
を
認
識
し
、
相
違
点
を
適
宜
に
協
議
し
、
調
停
し
そ
し
て
個
々
の
規
定
の
誤
っ
た
あ
る
い

は
不
信
を
ま
ね
く
よ
う
な
解
釈
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
う
し
た
鉱
山
当
局
自
身
に
よ
る
、
あ
る
い
は
労
働
者

委
員
会
を
介
し
て
の
企
業
家
権
力
の
制
限
の
方
向
に
た
い
し
、
炭
坑
共
益
協
会
は
、
一
八
九
二
年
三
月
二
八
口
に
ー
従
っ
て
改
正

法
案
の
審
議
段
階
で
ー
、
も
し
鉱
山
業
に
た
い
し
他
の
産
業
に
な
い
よ
う
な
こ
ま
か
い
規
定
が
発
令
さ
れ
た
り
、
営
業
条
令
の
規

定
を
こ
え
て
鉱
山
業
に
負
担
を
か
け
る
な
ら
、
こ
れ
は
鉱
山
業
に
た
い
す
る
い
わ
れ
の
な
い
不
信
の
表
明
で
あ
る
旨
の
批
判
を
発
表

し
た
。
そ
の
覚
え
書
に
よ
れ
ば
、
改
正
法
は
ス
ト
フ
イ
キ
と
い
う
異
常
な
状
態
に
適
応
し
て
い
る
が
、
し
か
し
通
常
の
経
営
状
態
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
鉱
山
業
は
他
の
産
業
よ
り
も
悪
い
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
た

し
か
に
成
立
し
た
鉱
山
法
の
改
正
に
は
、
炭
坑
共
益
協
会
が
危
惧
し
た
ほ
ど
の
細
部
に
わ
た
る
規
定
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
政
府

は
、
協
会
の
批
判
に
た
い
し
て
鉱
山
法
の
特
性
か
ら
必
要
と
さ
れ
ろ
か
ぎ
り
で
鉱
山
法
改
正
は
営
業
条
令
か
ら
離
れ
る
と
弁
明
し

た
。
つ
ま
り
帝
政
ド
イ
ツ
の
基
幹
産
業
と
し
て
軍
争
的
に
も
経
済
的
に
も
特
殊
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
鉱
山
業
に
お
い
て
、
「
不
信

の
根
拠
を
除
去
す
る
こ
と
は
公
的
利
益
に
か
な
う
」
の
で
あ
る
。
こ
の
「
公
的
利
益
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
で
、
当
時
の
状
況
に
お

い
て
は
他
産
業
へ
の
原
料
供
給
と
兵
力
軍
需
物
資
の
輸
送
が
理
解
さ
れ
る
か
ぎ
り
て
、
一
八
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
は
、
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ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
時
代
の
帝
国
主
義
的
膨
脹
政
策
の
も
と
て
の
国
家
社
会
政
策
の
方
向
性
を
萌
芽
的
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
こ
の
改
正
法
の
意
義
は
、
営
業
条
令
改
正
の
場
合
と
同
様
に
、
一
方
で
は
企
業
家
権
力
の
制
限
と
い
う
点
て
、
他
方
で

は
労
働
者
の
心
理
的
側
面
へ
の
配
慮
と
い
う
点
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
社
会
政
策
を
越
え
た
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
の
「
新
航
路
」
社
会
政
策
の

新
し
い
考
え
方
が
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
独
自
的
に
は
「
公
的
利
益
」
の
名
の
も
と
に
、
労
使
関
係
に
た
い
し
国
家
権

力
が
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
法
は
雇
主
に
よ
る
就
業
規
則
の
一
方
的
確
立
に
つ
い
て
は
な
に
も
規
制
し
な
か
っ
た
し
、
就

業
規
則
に
た
い
す
る
鉱
山
当
局
の
承
認
義
務
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鉱
山
当
局
が
不
当
な
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
法
案
の
審
議
過
程
で
中
央
党
よ
り
提
案
さ
れ
た
出
入
坑
時
間
を
含
む
八
時
間
労
働
の
規
則
に
つ
い
て
も
、
プ
ロ

イ
セ
ン
鉱
山
業
の
競
争
能
力
と
多
く
の
経
営
の
収
益
性
が
著
る
し
く
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
拒
否
さ
れ
た
。
労
働
者

委
員
会
の
強
制
的
導
入
の
要
求
に
た
い
し
て
は
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
は
最
初
か
ら
反
対
の
態
度
を
示
し
た
。
彼
に
と
っ
て
雇
主
の
善
意

と
労
働
者
の
自
発
的
協
力
に
も
と
づ
く
任
意
制
労
働
者
委
員
会
こ
そ
新
し
い
労
使
関
係
の
形
成
に
真
に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
考
え
方
自
体
、
す
で
に
旧
稿
に
お
い
て
論
述
し
た
よ
回
心
、
そ
も
そ
も
実
現
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
し
、

そ
の
上
、
鉱
山
法
改
正
の
た
め
の
施
行
細
則
に
よ
っ
て
一
八
九
三
年
一
月
一
日
の
改
正
法
発
効
以
前
に
導
入
さ
れ
、
新
し
い
法
的
形

態
に
応
じ
た
就
業
規
則
は
、
労
働
者
委
員
会
の
事
前
聴
取
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
が
鉱
山
主
に
よ
っ
て

い
わ
ば
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
八
紐
。
従
っ
て
実
際
に
は
、
こ
の
改
正
法
に
よ
っ
て
は
事
態
は
何
一
つ
変
ら
ず
、
鉱
山
主
は
依
然
と

し
て
家
父
長
主
義
的
支
配
者
と
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
く
て
、
ド
イ
ッ
帝
国
の
資
本
主
義
的
発
展
の
も
と
で
集
中
的
に

堆
積
さ
れ
て
き
た
鉱
山
労
働
者
問
題
は
､
　
一
八
九
二
年
改
正
法
で
は
な
ん
ら
解
決
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
一
九
〇
五
年
に
い
た
っ
て
再
び
ル
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ｌ
ル
地
域
を
中
心
に
発
生
し
た
鉱
山
労
働
者
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
、
再
度
行
な
わ
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
鉱
山
法
改
正
に
ま
で
持

ち
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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